	2022年国際スポーツ大会開催結果報告

	2023年1月9日(月)
	体育政策課長：チョン・ヒョンソク ☎2133-2675
体育政策チーム長：チュ・ソヨン ☎2677
担当：イ・ソン ☎2699


	2022年度国際スポーツ大会開催支援事業の推進結果をご報告いたします。


事業概要
ㅇ 事業名：国際スポーツ大会開催(ソウル市体育会育成事業)
ㅇ 事業期間：2022年1月～12月中
ㅇ 事業内容：ソウル市管内で開催される国際スポーツ大会開催を支援
ㅇ 総事業費：2,656百万ウォン(国費 631百万ウォン、市費 2,025百万ウォン)
推進概況：全7大会開催(2,656百万ウォン)、23,653人参加
	番号
	 大会名
	時期
	場所
	事業費
(百万
ウォン)
	参加規模
	主な成果

	総計
	(x631)
2,656
	23,643名
	-

	1
	2022 ソウルマラソン
	4月16日～17日
	クァンファムン(光化門)広場～
チャムシル(蚕室)総合運動場
	(x150)
400
	35か国 21,715人
(オンライン 21,584人を含む)
	‧ 大会新記録5つ樹立
‧ 世界ランキング50位圏内の選手10人出場

	2
	2022 IFSC ソウル
スポーツクライミングワールドカップ
	5月6日～8日
	チュンナン(中浪)スポーツ
クライミング競技場 
	150
	25か国 270人
(217人)
	‧ 世界新記録2つ樹立
‧ 世界ランキング30位圏内の選手88人出場

	3
	2022 FIVB ソウル
バレーボール・チャレンジャーカップ
	7月28日～31日
	学生体育館
	295
	8か国 200人
	‧ 大韓民国3位入賞
‧ 世界ランキング40位圏内の8チーム出場

	4
	2022 ソウル世界
スリークッションワールドカップ
	8月22日～28日
	テルン(泰陵)選手村
	(x125)
375
	16か国 749人
(149人)
	‧ 韓国選手2位獲得(チャ・ミョンジョン選手)
‧ 世界ランキング15位圏内の選手14人出場
‧ 韓国選手51人がランキングポイント54点獲得 

	5
	WTA 韓国オープン 
テニス大会
	9月17日～25日
	オリンピック公園
テニス競技場
	(x150)
400
	27か国 349人
(59人)
	‧ 韓国選手3位獲得(ダブルス チャン・スジョンペア)
‧ 世界ランキング100位圏内の選手9人出場
‧ 韓国選手10人がランキングポイント292点獲得

	6
	ATP ソウルオープン・チャレンジャー・テニス大会
	10月9日～16日
	オリンピック公園
テニス競技場
	(x206)
496
	20か国 105人
(88人)
	‧ 韓国選手2位獲得(ダブルス チョン・ユンソンペア)
‧ 世界ランキング100位圏内の選手3人出場
‧ 韓国選手10人がランキングポイント75点獲得

	7
	2022 IFSC スポーツクライミングアジア選手権
	10月10日～16日
	チャムォン・ハンガン(蚕院・漢江)公園
	290
	11か国 265人
(249人)
	‧ 韓国選手全5人入賞
 ※ ソ・チェヒョン(ソウル市庁)2冠王など
‧ 世界ランキング10位圏内の選手11人出場

	8
	ソウル7人制国際ラグビー大会
	10月中
	未定
	250
	6か国 約300人
	開催取り消し
(新型コロナウイルス感染症)


主な成果
· 日常回復状況に応じて運営(観覧許可、対面式試合の実施)して、市民のスポーツ需要充足と国際スポーツ分野の再活性化を図った。
· 開催国のインセンティブ(ワイルドカード、試合環境など)活用、韓国選手の参加、入賞、ランキングポイント獲得を通じた競技力向上に貢献した。
· ソウル市体育団体(体育会及び会員種目団体)の共同主管による力量強化
写真資料
ㅇ 各大会の写真
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2023年度推進方向
ㅇ ソウル市国際スポーツ大会公募事業を拡大施行
- 公募規模の拡大：2022年 2大会(595百万ウォン) → 2023年 約8大会(2,000百万ウォン)
- 国際スポーツ分野の専門家で構成された評価委員会による審査・選定
ㅇ 政府の公募事業への参加を通じて追加財源確保と安定的な事業運営
- 文化体育観光部による「自治体が開催する国際大会支援」公募事業に参加(2022年11月中)
- 2～3つの事業を選定、国費(国民体育振興基金)400百万ウォン以上追加確保を目標とする。
